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はじめに

Oracle リソース
表 1: Oracle リソース
問い合わせの内容 問い合わせ先

サポート http://www.oracle.com/support
(www.oracle.com/support)

トレーニング https://education.oracle.com
(https://education.oracle.com)

ドキュメント • Oracle Technology Network ドキュメント:
(http://docs.oracle.com)

• Oracle FS System Manager (GUI) から:
「ヘルプ」 > 「マニュアル」

• Oracle FS System HTTP アクセスから:
(http://system-name-ip/documentation.php ここ
で system-name-ip はシステムの名前またはパブ
リック IP アドレス)

ドキュメントのフィード

バック

http://www.oracle.com/goto/docfeedback
(http://www.oracle.com/goto/docfeedback)

Oracle への連絡 http://www.oracle.com/us/corporate/contact/index.html
(http://www.oracle.com/us/corporate/contact/
index.html)
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表記規則

表 2: 特定の内容をマークするための表記規則
規則 意味

イタリック 通常のテキスト内では、イタリック体の単語は次のいずれか
の項目を示します。

• ハイパーテキスト (URL 内の場合など)

• 本のタイトルへの参照

• 新しい用語や強調された単語

• コマンド変数

固定幅フォント コンテキストに応じて、次のいずれかを示します。

• ファイルの名前またはファイルへのパス

• システムによってコマンド行に表示された出力

固定幅フォント (太字) 管理者によってコマンド行で指定された入力。

> Oracle FS System Manager (GUI) でのメニュー項目または
ナビゲーションパスを示します。たとえば、「「SAN」 > 「ス
トレージ」 > 「LUNS」 > 「アクション」 > 「クローン」を
クリックする」は、GUI の「SAN」ページで「クローン」
リンクをクリックすることを示します。

... パスまたはメニュー構造から 1 つ以上の手順が省略されて
いることを示します。この省略記号は、ナビゲーションパス
の式またはカスケードメニュー構造内で使用されます。た
とえば、「SAN」 > 「ストレージ」 > 「LUNS」 > ... > 「ク
ローン」メニュー構造の場合、... は 1 つ以上のメニュー項目
が省略されていることを示します。

コマンド構文の規則

表 3: コマンド構文を記述するための表記
表記シンボル 意味

[ ] 角括弧。オプションのコマンドパラメータまたは一連のオ
プションのコマンドパラメータを区切ります。

{ } 中括弧。一連のコマンドパラメータを区切ります。いずれ
かを選択する必要があります。

| 縦線。相互に排他的なパラメータを区切ります。

... 省略。直前のパラメータまたはパラメータのグループを繰
り返すことができることを示します。

はじめに
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表 3: コマンド構文を記述するための表記 (続き)

表記シンボル 意味

固定幅フォント コマンド名またはコマンドオプション (フラグまたはスイッ
チと呼ばれることもあります) の名前を示します。

イタリック 値を指定する必要がある変数を示します。

角括弧 ( [ ] ) で囲まれていないコマンドパラメータは必須です。

重要: 前述のシンボル (およびフォントスタイル) は POSIX.1-2008 仕様に基づい
ています。これらのシンボルは、コマンドパラメータの使用方法を明確にするた
めにのみ、コマンドおよび構文で使用されています。これらのシンボルをコマン
ド行に入力しないでください。

はじめに
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第 1章

はじめに

Oracle Enterprise Manager for Oracle FS System の概要
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systems バージョン
12.1.0.1.0 を使用すると、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c から
Oracle FS Systemをモニターおよび管理できます。

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを Oracle Enterprise
Manager Cloud Control 12c に配備するときに、Oracle FS Systemの編成およびコ
ンポーネントをモニターできます。Oracle FS Systemの統計メトリックの表示、
レポートの生成、およびデータ保護バックアップのスケジュールを行うこともで
きます。

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用すると、
Oracle FS Systemのコンポーネントを管理することもできます。

注: このドキュメントでは、Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage
Systemsをプラグインと呼んでいます。このドキュメントでは、プラグインの使
用方法について説明していますが、Oracle FS Systemのコンポーネントの詳細な
情報は提供していません。Oracle FS Systemの詳細は、『Oracle Flash Storage
System 管理者ガイド』を参照してください。

注: Oracle Flash Storage Systemをサポートするように設計されているプラグイ
ン (Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systems) を使用してくだ
さい。Oracle Enterprise Manager for Pillar Axiom プラグインは、Oracle Flash
Storage Systemを管理するために使用できません。

システム要件

システムが Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsおよび
Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c の要件を満たしていることを確認
してください。

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsおよび Oracle
Enterprise Manager Cloud Control 12c が正常に機能するには、次のソフトウェア
バージョンが必要となります。
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表 4: システム要件
要件 バージョン

Oracle FS Systemソ
フトウェア

リリース 6.0 以降

オペレーティングシ
ステム

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systems は
Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c バージョン
12.1.0.3.0 と互換性がありますが、最適な使用環境となるように
Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c バージョン
12.1.0.4.0 以上にプラグインを配備することをお勧めします。

詳細は、Oracle Enterprise Manager ダウンロードページ (http://
www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/downloads/
index.html) を参照してください。

Oracle FS System のモニタリングの概要
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用すると、
Oracle FS Systemの編成機能およびシステムコンポーネントを表示できます。シ
ステムの構成およびパフォーマンスをモニターするための事前定義済みのレポー
トおよびメトリックを表示することもできます。

このプラグインを使用すると、Oracle FS Systemのホストグループ、ボリューム
グループ、およびストレージドメインの編成機能をモニターできます。

このプラグインを使用すると、Oracle FS Systemの LUN およびクローン LUN の
詳細を表示できます。また、定期的に収集される統計メトリックを表示して、
Oracle FS System、「パイロット」、「コントローラ」、「ドライブエンクロージャ
ー」、および LUN をモニターできます。

このプラグインはまた、Oracle FS Systemの構成およびパフォーマンスをモニタ
ーするために生成できる事前定義済みのハードウェアレポート、入出力レポート、
およびストレージ使用状況レポートを提供します。使用可能な事前定義済みのレ
ポートに加えて、カスタムレポートを作成することもできます。

Oracle FS System でのレポートの生成の概要
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsは、Oracle FS
System用に生成できる事前定義済みのハードウェア、入出力、およびストレージ
使用状況のレポートを提供しています。

ハードウェアレポートには、Oracle FS Systemサマリーレポート、Oracle FS
Systemに関連付けられているドライブエンクロージャーのディスクドライブの
レポート、およびハードウェアステータスレポートが含まれています。

LUN の入出力アクセスレポートには、Oracle FS Systemのもっともアクティブな
10 個の LUNの入力および出力の統計がグラフで示されます。

はじめに
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ストレージ使用状況レポートには、Oracle FS Systemに関連付けられている LUN
ごとのストレージ使用状況、および個々の優先度、データアクセス、入出力バイ
アスの各サービス品質カテゴリで使用されたストレージの量が示されます。

事前定義済みのレポートのほかに、カスタムレポートを作成できます。カスタム
レポートの作成については、Oracle Enterprise Manager のオンラインヘルプを参
照してください。

関連リンク

ハードウェアレポート

Oracle FS System の入出力レポート
Oracle FS System ストレージ使用状況レポート
レポートの生成

Oracle FS System の管理の概要
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用すると、
Oracle FS Systemの編成機能およびコンポーネントを管理できます。

プラグインを使用すると、ホストグループ、ボリュームグループ、およびストレ
ージドメインの Oracle FS Systemの編成機能を作成、変更、および削除できま
す。プラグインを使用して、これらの編成機能のメンバーシップを変更すること
もできます。

プラグインを使用すると、Oracle FS Systemの LUN やクローン LUN の作成、変
更、削除、およびそれらの LUN やクローン LUN のコピーやクローンの作成を行
うことができます。

プラグインを使用すると、LUN およびクローン LUN を定期的な間隔でレプリケ
ートしてデータの損失からそれらを保護するデータ保護スケジュールを作成、変
更、および削除することもできます。

はじめに
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第 2章

インストール

プラグインの配備の概要

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsプラグインは、
Oracle Enterprise Manager の自己更新コンソール機能を使用してインストール
できます。アーカイブパッケージを Oracle Technical Network (OTN) からダウ
ンロードして、そのアーカイブパッケージを Oracle Enterprise Manager にインポ
ートすることもできます。

プラグインの配備プロセスの詳細は、Oracle Enterprise Manager のオンラインヘ
ルプまたは『Oracle Enterprise Manager Cloud Control 管理者ガイド 12c リリース 4
(12.1.0.4)』の「プラグインのデプロイ・ワークフロー」のトピックを参照してく
ださい。

Oracle Flash Storage Systemをサポートするように設計されたプラグイン
(Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systems) をダウンロードし
てインストールしてください。Oracle Enterprise Manager for Pillar Axiom プラ
グインは、Oracle Flash Storage Systemを管理するためには使用できません。

プラグインのインストール方法は 2 つあります。

• 推奨: Oracle Enterprise Manager の自己更新コンソール機能を使用してプ
ラグインをインストールしてください。この方法では、Oracle Enterprise
Manager for Oracle Flash Storage Systemsプラグインの最新バージョンに
アクセスすることが保証されます。

• オプション: OTN からプラグインをダウンロードして、プラグインを手動
でインストールします。

Oracle プラグインアーカイブ (OPAR) ファイルにパッケージされているプ
ラグインは、OTN で入手できる Oracle Enterprise Manager for Oracle
Flash Storage Systemsアーカイブファイルに含まれています。アーカイブ
パッケージを OEM リポジトリにインポートして、OEM の GUI にプラグ
インが表示されるようにする必要があります。GUI でプラグインが使用で
きるようになったら、プラグインを管理サーバーおよび管理エージェント
に配備できます。

注: プラグインがこのドキュメントで説明されているとおりに Oracle Flash
Storage Systemと通信できることを確認します。
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関連リンク

ポートの割り当て

Oracle FS System のターゲットの追加
(オプション) プラグインアーカイブのダウンロード
プラグインの配備の検証

Oracle Enterprise Manager へのログイン

ポートの割り当て

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsプラグインは、ポー
ト 8083 を使用して Oracle FS Systemと通信します。

プラグインをアクティブにする前に、ポート 8083 が使用可能 (ファイアウォール
またはセキュリティーソフトウェアによってブロックされていない) であり、管
理エージェントで有効にされていることを確認します。

表 5: 必須のポート
ポートタイプ ポート番号 説明

WebCLI
HTTPS

8083 プラグインが Oracle FS System WebCLI サービスの
HTTPS トラフィックを待機するポート。

次の CLI コマンドを使用して、このサービスが有効に
されていることを確認します。

$ fscli webcli -list

必要な場合は、次の CLI コマンドを使用してこのサー
ビスを有効にします。

$ fscli webcli -enable

注: ファイアウォールについては、Oracle Enterprise Manager のオンラインヘル
プまたは『Oracle Enterprise Manager Cloud Control 管理者ガイド 12c リリース 4
(12.1.0.4)』を参照してください。

自己更新コンソールを使用したプラグインの配備

Oracle Enterprise Manager の自己更新コンソールを使用してプラグインをイン
ストールできます。自己更新コンソールを使用してプラグインをインストールす
る手順を次に示します。

前提条件: • My Oracle Support の資格証明が設定されました。こ
れは、My Oracle Support サイトからダウンロードさ
れたプラグインを有効にするために必要となります。
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詳細は、Oracle Enterprise Manager のオンラインヘル
プを参照してください。

• ソフトウェアライブラリ (ローカルストアとも呼ばれ
ます) が構成されました。更新は配備される前にこの
ローカルストアにダウンロードされます。詳細は、
Oracle Enterprise Manager のオンラインヘルプを参
照してください。

• 管理サーバーのログイン資格証明。

• 管理サーバーで実行されている管理エージェントの
ログイン資格証明。

• Oracle Enterprise Manager がインターネット経由で
Oracle Enterprise Manager ストアにアクセスできる
必要があります。

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage System プラグインの更新は、
自己更新コンソールを使用して管理できます。

プラグインを配備するプロセスは次のとおりです。

• 配備するプラグインが使用可能かどうか確認します。

• プラグインをダウンロードします。

• プラグインを配備します。

• プラグインが配備されたことを確認します。

このプロセスの詳細は、Oracle Enterprise Manager のオンラインヘルプまたは
『Oracle Enterprise Manager Cloud Control 管理者ガイド 12c リリース 4 (12.1.0.4)』
のプラグインの管理に関するトピックを参照してください。

1 Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c コンソールにログインしま
す。

2 プラグイン (Oracle Flash Storage System) を配備できることを確認します。
Oracle Enterprise Manager のオンラインヘルプまたは『Oracle Enterprise
Manager Cloud Control 管理者ガイド 12c リリース 4 (12.1.0.4)』の「プラグイ
ンの可用性の確認」のトピックで説明されている手順に従います。

3 Oracle Enterprise Manager ストアからプラグインをダウンロードします。
Oracle Enterprise Manager のオンラインヘルプまたは『Oracle Enterprise
Manager Cloud Control 管理者ガイド 12c リリース 4 (12.1.0.4)』の「プラグイ
ンのダウンロード」のトピックで説明されている手順に従います。

4 プラグインを管理サーバーおよび管理エージェントに配備します。Oracle
Enterprise Manager のオンラインヘルプまたは『Oracle Enterprise Manager
Cloud Control 管理者ガイド 12c リリース 4 (12.1.0.4)』の「Oracle Management
Serviceへのプラグインのデプロイ」および「Oracle Management Agentへの
プラグインのデプロイ」のトピックで説明されている手順に従います。

このドキュメントで説明されている手順に従って、インストールを検証します。
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(オプション) プラグインアーカイブのダウンロード
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsソフトウェアおよび
ドキュメントは、Oracle Technical Network (OTN) からダウンロードできる単一
の ZIP アーカイブとして配布されています。この方法は、プラグインを手動でイ
ンストールする必要がある場合にのみ使用します。推奨される方法は、Oracle
Enterprise Manager ストアからプラグインをダウンロードする方法です。

前提条
件:

ソフトウェアおよびドキュメントのダウンロードにアクセスできるよ
うに、Oracle Technology Network に参加します。
http://www.oracle.com/technetwork/community/join/why-join/
index.html

1 Web ブラウザを使用して、Oracle Technology Network で Oracle Flash
Storage System ダウンロードページ (http://www.oracle.com/technetwork/
server-storage/san-storage/downloads/index.html) を開きます。

2 Oracle FS Systemのダウンロードから「ライセンス契約に同意する」を選
択します。

3 使用しているオペレーティングシステムバージョン用のダウンロードする
ソフトウェアパッケージの名前を探して選択します。

4 ソフトウェアアーカイブを開いて、そのコンテンツをワークステーション
に抽出します。

ソフトウェアアーカイブには、アーカイブのコンテンツが一覧表示されて
いる README テキストファイル、インストールの実行可能ファイル、お
よびドキュメントが含まれています。

ソフトウェアをダウンロードしたら、そのソフトウェアをインストールできます。

(オプション) OEM へのプラグインアーカイブの手動インポート
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsプラグインを
Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c クライアントでアクティブにする
には、プラグインを Oracle Enterprise Manager リポジトリに追加して、プラグイ
ンを管理サーバーおよび管理エージェントに配備します。推奨される方法は
Oracle Enterprise Manager ストアを使用してプラグインをダウンロードする方
法であるため、これはオプションの方法です。

前提条件: • My Oracle Support の資格証明が設定されている。詳
細は、Oracle Enterprise Manager のオンラインヘルプ
を参照してください。

• 管理サーバーのログイン資格証明。

• 管理サーバーで実行されている管理エージェントの
ログイン資格証明。

• OTN からダウンロードした *.opar ファイルへのパ
ス。
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Oracle Management Server のコマンド行から、プラグインを Oracle Enterprise
Manager リポジトリにインポートします。次に、「プラグイン」ページからプラ
グインを管理サーバーおよび管理エージェントに配備します。

1 Enterprise Manager コマンド行 (EM CLI) にアクセスします。

2 プラグインアーカイブを Oracle ソフトウェアライブラリにインポートし
ます (Oracle Enterprise Manager のオンラインヘルプまたは『Oracle
Enterprise Manager Cloud Control 管理者ガイド 12c リリース 4 (12.1.0.4)』の
「プラグイン・アーカイブのインポート」のトピックを参照)。

プラグインの配備の検証

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsプラグインをインス
トールしたら、プラグインが正常にインストールされたことを検証します。

プラグインを配備したあとに、プラグインのインストールを検証します。

Oracle Enterprise Manager のオンラインヘルプまたは『Oracle Enterprise
Manager Cloud Control 管理者ガイド 12c リリース 4 (12.1.0.4)』の「デプロイ
済プラグインの確認」のトピックに示されている手順に従います。

プラグインは「名前」列に表示され、数値 1 またはエージェントの数が「プラグ
イン付き管理エージェント」列に表示されます。「バージョン」列でバージョンを
確認することもできます。

図 1: プラグインのインストールの検証
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(オプション) プラグインの配備解除
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsが必要ではなくなっ
たら、Oracle Enterprise Manager から削除できます。

前提条件: • My Oracle Support の資格証明が設定されました。こ
れは、My Oracle Support サイトからダウンロードさ
れたプラグインを有効にするために必要となります。
詳細は、Oracle Enterprise Manager のオンラインヘル
プを参照してください。

• ソフトウェアライブラリ (ローカルストアとも呼ばれ
ます) が構成されました。更新は配備される前にこの
ローカルストアにダウンロードされます。詳細は、
Oracle Enterprise Manager のオンラインヘルプを参
照してください。

• 管理サーバーのログイン資格証明。

• 管理サーバーで実行されている管理エージェントの
ログイン資格証明。

プラグインを削除するには、Oracle 管理エージェントから配備解除する手順に従
います。

注: Oracle Enterprise Manager が、インターネット経由で Oracle Enterprise
Manager 更新ストアにアクセスできる必要があります。

1 Oracle Flash Storage Systemプラグインを配備解除するには、Oracle
Enterprise Manager のオンラインヘルプまたは『Oracle Enterprise Manager
Cloud Control 管理者ガイド 12c リリース 4 (12.1.0.4)』の「Oracle Management
Agentからのプラグインのアンデプロイ」のトピックの手順に従います。

2 プラグインが削除されたことを確認するには、Oracle Enterprise Manager
のオンラインヘルプまたは『Oracle Enterprise Manager Cloud Control 管理者
ガイド 12c リリース 4 (12.1.0.4)』の「デプロイ済プラグインの確認」のト
ピックの手順に従います。

Oracle Enterprise Manager へのログイン
Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c は、ブラウザから起動する Web ア
プリケーションです。Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage
Systemsを使用して Oracle FS Systemにアクセスするには、Oracle Enterprise
Manager にログインする必要があります。

前提条件: • Oracle Enterprise Manager のインストール環境のサ
ーバー名およびポート。

• Oracle Enterprise Manager のログイン資格証明。
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どちらも Oracle Enterprise Manager の管理者から入手でき
ます。

1 Web ブラウザを起動します。

2 URL フィールドに、Oracle Enterprise Manager のインストール環境のサー
バー名およびポートを入力します。

3 Oracle Enterprise Manager のユーザー名およびパスワードを入力して、「ロ
グイン」をクリックします。

管理者アカウントの概要

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsのプラグインのモニ
タリング資格証明アカウントおよび名前付き資格証明アカウント用に一意の管理
者アカウントを作成することをお勧めします。これらのアカウントは、プラグイ
ンから Oracle FS Systemをモニターおよび管理するために使用します。

Oracle FS Systemには複数の管理者アカウントを作成できます。追加のアカウン
トは必要ありませんが、プラグイン用に各 Oracle FS Systemに少なくとも 1 つの
管理者 1 のアカウントを作成することをお勧めします。

管理者 1 の権限を持つ管理者は、Oracle FS Systemにプラグインアカウントを作
成する必要があります。このアカウントを作成する管理者は、プラグイン管理者
のアカウントの名前およびパスワードを指定します。Oracle FS Systemのプライ
マリ管理者アカウントをプラグインアカウントに使用することはお勧めしませ
ん。

ほかのプラグイン管理者のための追加アカウントを作成できます。たとえば、あ
る管理者はモニターおよびレポートの生成を行い、別の管理者は Oracle FS
Systemを構成する場合があります。管理者の役割に基づいてこれらのアカウン
トに管理者 1 または管理者 2 を割り当てることをお勧めします。たとえば、スト
レージリソースの作成または変更、あるいはモニターおよび Oracle FS Systemで
のレポートの生成以外のタスクの実行を行う場合は、管理者 1 アカウントを使用
してログインする必要があります。管理者アカウントおよび Oracle FS System
での権限の割り当てについては、『Oracle Flash Storage System 管理者ガイド』を参
照してください。

Oracle FS System で作成したアカウントは、プラグイン内の 3 つの場所で使用で
きます。

• 名前付き資格証明

• モニタリング資格証明

• パスワード変更のためのブラックアウト期間

注: ターゲットを追加するときに、モニタリング資格証明アカウントを作成しま
す。このアカウントは、Oracle FS Systemの管理者アカウントを使用して、
Oracle FS Systemターゲットに関するモニターおよびレポートの実行を行いま
す。名前付き資格証明を作成するときにこのアカウントを使用することもできま
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す。システムのモニターおよびレポートの実行を行うがシステムの構成は行わな
い管理者などの役割を定義する場合は、別のアカウントを作成できます。

Oracle FS System での管理者アカウントの作成については、『Oracle Flash Storage
System 管理者ガイド』を参照してください。

Oracle FS System のターゲットの追加
Oracle Enterprise Manager で Oracle FS Systemをモニターまたは管理する前に、
システムをターゲットとして追加する必要があります。Oracle FS Systemをター
ゲットとして追加するときに、モニタリング資格証明アカウントも作成します。
モニタリング資格証明アカウントは、Oracle FS Systemのモニターおよびレポー
トの生成に使用します。

前提条件: • Oracle FS Systemのターゲットのホスト名。

• Oracle FS Systemのターゲットのログイン資格証明。
これらの資格証明は、Oracle FS Systemの管理者アカ
ウント用の資格証明です。

この情報は Oracle FS System管理者に確認してください。

ターゲットは、Oracle Enterprise Manager のページの上部にある「設定」メニュ
ーから追加します。

1 「設定」 > 「ターゲットの追加」 > 「ターゲットの手動追加」を選択しま
す。

2 「ターゲットの手動追加」で、「ターゲット・モニタリング・プロパティを
指定して非ホスト・ターゲットを追加」を選択します。

3 「ターゲットの種類」ドロップダウンリストから、「Oracle Flash Storage
System」を選択します。

4 「モニタリング・エージェント」テキストボックスの横にある虫めがねをク
リックして、リストからエージェントを選択し、「選択」をクリックしま
す。

5 「手動追加」をクリックします。
6 「ターゲット名」フィールドに、ターゲットの名前を入力します。
7 Oracle FS Systemの管理者アカウントのログイン資格証明を「ユーザー

ID」、「パスワード」、および「パスワードの確認」フィールドに入力しま
す。これにより、ターゲットのモニタリング資格証明が作成されます。

8 「ホスト」フィールドに、Oracle FS Systemの名前を入力します。

9 「OK」をクリックします。

ターゲットおよびそのターゲットのモニタリング資格証明が追加されます。その
ターゲットのモニターおよびレポートの実行を行うことができます。
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名前付き資格証明の作成

管理プロセスに一部として、Oracle Enterprise Manager 内での Oracle FS System
のターゲットの管理アクティビティーを有効にするために、名前付き資格証明を
作成する必要があります。

前提条件: • Oracle FS Systemのターゲットのホスト名。

• Oracle FS Systemのターゲットのログイン資格証明。

この情報は Oracle FS Systemのシステム管理者に確認して
ください。

名前付き資格証明は、Oracle Enterprise Manager のページの上部にある「設定」
メニューから作成します。ターゲットを追加すると、「ターゲットの追加」プロセ
スで指定したユーザー名およびパスワードがモニタリングに使用され、これはモ
ニタリング資格証明と呼ばれます。名前付き資格証明は、プラグイン内の管理ア
クションで使用されます。この管理アカウントは、メトリックの収集またはレポ
ート生成には必要ありません。それらのアクティビティーにはモニタリング資格
証明アカウントを使用します。

名前付き資格証明とモニタリング資格証明には、同じ Oracle FS Systemアカウン
トを使用できます。1 つの Oracle FS Systemアカウントをモニタリングおよびレ
ポートの実行に使用し、別の Oracle FS Systemアカウントを Oracle FS Systemの
構成に使用することができます。

1 「設定」 > 「セキュリティー」 > 「名前付き資格証明」を選択します。

2 「資格証明名」を入力します。
3 「資格証明の説明」を入力します。
4 「認証ターゲット・タイプ」から Oracle Flash Storage Systemを選択しま
す。

5 「資格証明のタイプ」に「ホスト資格証明」を選択します。
6 「スコープ」に「グローバル」を選択します。「グローバル」はデフォルト
値です。値グローバルを指定すると、単一のターゲットに限定されずにそ
の資格証明を使用できるようになります。

7 「ターゲットの種類」に「ホスト」を選択します。
8 検索アイコンをクリックして、「ターゲット名」を選択します。「ターゲッ
ト名」は、プラグインを使用して管理している Oracle FS Systemの名前で
す。

9 「ユーザー名」を入力します。これは、Oracle FS Systemでシステムにログ
インするために使用するユーザー ID と同じです。

10「パスワード」を入力します。これは、Oracle FS Systemにログインするた
めに使用するパスワードと同じです。

11「パスワードの確認」フィールドにパスワードを再入力します。
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12「実行権限」に「なし」を選択します。
13「テストと保存」をクリックします。
プラグインが Oracle FS Systemにログインします。

ブラックアウト期間の設定

Oracle Enterprise Manager に使用する Oracle FS Systemアカウントのパスワー
ドを変更する前に、ブラックアウト期間を作成して、パスワードが更新されてい
るときに Oracle Enterprise Manager が Oracle FS Systemにログインしないよう
にする必要があります。

前提条件: • Oracle FS Systemのターゲットのホスト名。

• Oracle FS Systemのターゲットのログイン資格証明。

この情報は Oracle FS Systemのシステム管理者に確認して
ください。

ブラックアウト期間は、Oracle Enterprise Manager のページの「エンタープライ
ズ」プルダウンから作成します。

1 「エンタープライズ」 > 「モニタリング」 > 「ブラックアウト」を選択しま
す。

2 「作成」を選択します。
3 ブラックアウト期間の「名前」を入力します。たとえば、「Oracle FS System
のパスワード変更」です。

4 「理由」プルダウンから、「Apps: アプリケーション・パスワードの変更」
を選択します。

5 「ブラックアウト中にジョブを実行...」ボックスを選択解除して、OEM か
らジョブが実行されないようにします。OEM から Oracle FS Systemに対
してジョブが実行されると、パスワードの変更中にログインの問題が発生
することがあるため、ブラックアウト期間中にはジョブを実行しません。

6 「ターゲット」で「追加」を選択します。管理者のパスワードを変更するた
めに、ブラックアウト期間を作成する Oracle Flash Storage System を見つ
けます。

7 選択した Oracle Flash Storage System の横にある「選択」ボックスを選択
します。

8 「次へ」を選択して、スケジュール情報を入力します。
9 「終了」を選択して、ブラックアウトスケジュールを作成します。

ブラックアウトは作成したスケジュールに基づいて作成および開始されます。ブ
ラックアウト期間については、Oracle Enterprise Manager のオンラインヘルプを
参照してください。

ブラックアウトスケジュールを作成したら、Oracle FS Systemに移動して、ブラ
ックアウト期間中の管理者パスワードを変更します。
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モニタリング構成の変更

ターゲットを追加するときには、モニタリング構成を作成します。ターゲットを
追加したあとに、モニタリング構成 (ユーザー ID およびパスワードを含む) を変
更できます。モニタリング構成を削除することもできます。

前提条件: • Oracle FS Systemのターゲットのホスト名。

• Oracle FS Systemのターゲットのログイン資格証明。

この情報は Oracle FS Systemのシステム管理者に確認して
ください。

モニタリング資格証明には、Oracle Enterprise Manager のページの上部にある
「設定」メニューからアクセスします。

1 「設定」 > 「セキュリティー」 > 「モニタリング資格証明」を選択します。

2 「ターゲットの種類」で Oracle Flash Storage System を選択します。

3 「モニタリング資格証明の管理」を選択します。
4 「ターゲットの種類」ドロップダウンリストから Oracle Flash Storage

System を選択します。

5 「ターゲット名」でターゲットを選択して、「資格証明の設定」を選択しま
す。

6 Oracle FS Systemのログイン資格証明を「ユーザー ID」、「パスワード」、
および「パスワードの確認」フィールドで変更します。

7 「保存」をクリックします。

資格証明が変更されます。このアカウントへの変更内容が Oracle FS Systemの
アカウントにも適用されたことを確認します。
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第 3章

Oracle FS System のモニター

Oracle FS System の構成およびメトリックの概要
Oracle Enterprise Manager は、Oracle FS Systemおよびターゲットとして追加さ
れた SAN ホストの構成およびメトリックデータを収集します。事前定義済みの
一連の構成およびメトリックが、各 Oracle FS Systemターゲットで収集されま
す。

Oracle Enterprise Manager は、Oracle FS Systemの次のコンポーネントの構成お
よびメトリックデータを収集します。

• コントローラ

• ディスクドライブ

• ドライブエンクロージャー

• LUN

• Oracle FS System (システム全体)

• パイロット

• SAN ホスト。

Oracle FS Systemの構成データおよびメトリックは Oracle Enterprise Manager
で表示できます。収集スケジュールの変更、および構成データとメトリックのし
きい値や収集の設定の編集を行うことができます。ほとんどのメトリックは「モ
ニタリング」 > 「すべてのメトリック」からアクセスでき、構成データは「構成」 >
「最新の構成」からアクセスできます。

注: 「モニタリング」 > 「すべてのメトリック」に表示される一部のメトリック
は、この製品リリースでは実装されていないため、データが含まれていないこと
があります。

関連リンク

Oracle FS System の構成データおよびメトリック
Oracle FS の構成データおよびメトリックの表示
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Oracle FS の構成データおよびメトリックの表示

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

構成データまたはメトリックを表示する Oracle FS Systemをターゲットとして
選択する必要があります。

1 構成データの場合は「Oracle Flash Storage System」 > 「構成」 > 「最新
の構成」、メトリックの場合は「Oracle Flash Storage System」 > 「モニタ
リング」 > 「すべてのメトリック」を選択します。
ターゲット Oracle Flash Storage Systemで収集されるすべての構成データ
またはメトリックのカテゴリのリストが、ナビゲーションペインに表示さ
れます。

2 構成データまたはメトリックのカテゴリを選択します。
そのカテゴリで使用可能な特定の構成データまたはメトリックの表が、コ
ンテンツペインに表示されます。

Oracle FS System の構成またはメトリックの収集スケジュールの更新
メトリックの収集スケジュールは変更できます。収集スケジュールは、データ
(LUN の統計など) を収集する頻度を定義します。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

メトリックを表示する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要があ
ります。

1 構成データの場合は「Oracle Flash Storage System」 > 「構成」 > 「最新
の構成」、メトリックの場合は「Oracle Flash Storage System」 > 「モニタ
リング」 > 「すべてのメトリック」を選択します。
ターゲット Oracle Flash Storage Systemで収集されるすべての構成データ
またはメトリックのカテゴリのリストが、ナビゲーションペインに表示さ
れます。

2 構成データまたはメトリックのカテゴリを選択します。
そのカテゴリで使用可能な特定の構成データまたはメトリックの表が、コ
ンテンツペインに表示されます。

3 このカテゴリの構成データの収集スケジュールを変更するには、「アクショ
ン」 > 「履歴」をクリックします。

4 このカテゴリの構成データの収集スケジュールを変更するには、「スケジュ
ールと通知」をクリックします。

5 このカテゴリのメトリックの収集スケジュールを変更するには、「変更」を
クリックします。

Oracle FS System のモニター
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「収集スケジュールの変更」ダイアログでは、このカテゴリのメトリックの
収集頻度、アップロード間隔、およびメトリックデータの標準的な使用方
法を変更できます。

6 画面上の指示に従い、収集スケジュールの変更が完了したら、「OK」を選
択します。

7 「OK」を選択して、変更内容を保存します。
更新された収集スケジュールが実装されます。

Oracle FS System のターゲットメニューの概要
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用すると、
Oracle Enterprise Manager 内から Oracle Flash Storage Systemのホストグルー
プ、ボリュームグループ、ストレージドメイン、LUN、およびデータ保護スケジ
ュールをモニターできます。

Oracle Enterprise Manager で Oracle Flash Storage Systemのターゲットを選択
するときに、ホストとボリュームグループ、ストレージドメイン、LUN、LUN
クローンスケジュール、イベント、およびターゲットシステムに定義されている
その他の機能を表示できるメニューにアクセスできます。このメニューにアクセ
スするには、Oracle Flash Storage System の横にあるプルダウンを選択します。

関連リンク

ホストグループの表示

ボリュームグループの表示

LUN またはクローン LUN の表示
ストレージドメインの表示

LUN クローンスケジュールの表示

ステータスの表示

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用して、
Oracle FS Systemのステータスを表示します。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ステータスを表示する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要があ
ります。

1 「Oracle Flash Storage Systems」 > 「ステータス」を選択します。
次の項目のステータスが表示されます。

システムサマ
リー

システムに関する情報 (シリアル番号、モデル、管理 IP、
およびステータスを含む) が表示されます。ステータスイ
ンジケータは、通常、警告、およびクリティカルです。

Oracle FS System のモニター
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記憶域サマリ
ー

合計のストレージ領域、割り当て済みの領域、および残り
の領域に関する情報を示します。

ソフトウェア
サマリー

システムコンポーネントのソフトウェアバージョンを示
します。

ジョブ・アク
ティビティー

Oracle Enterprise Manager によって実行されたバックグ
ラウンドジョブのステータス。

パイロットの
ステータス

パイロットのステータス、およびパイロットがアクティブ
またはスタンバイのどちらであるかを示します。ステー
タスインジケータは、通常、警告、およびクリティカルで
す。アクティブパイロットは構成タスクを実行します。
スタンバイパイロットは、アクティブパイロットがスタン
バイパイロットにフェイルオーバーした場合に使用でき
ます。

コントローラ
のステータス

コントローラのタイプおよびステータスが表示されます。
ステータスインジケータは、通常、警告、およびクリティ
カルです。コントローラのタイプは SAN のみです。

エンクロージ
ャーのステー
タス

エンクロージャー名、モデル、およびステータスを示しま
す。

インシデント
と問題

Oracle FS Systemの問題、プラグインがインストールされ
ているホストサーバー、および Oracle Enterprise Manager
アプリケーションに関する情報を表示します。

2 リフレッシュアイコンを選択して、このページを更新します。

Oracle FS Systemの表示されているフィールドが更新されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

SAN ホストの表示
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用して、
Oracle FS Systemシステムに定義されているすべてのホストグループのリストを
表示できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

SAN ホストを表示する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要があ
ります。

1 「Oracle Flash Storage Systems」 > 「ホスト」を選択します。

2 「表示」ドロップダウンリストから「SAN ホスト」を選択します。
現在の Oracle FS Systemシステムに定義されているすべての SAN ホスト
グループが一覧表示されます。

Oracle FS System のモニター
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ホスト名 SAN ホストの名前を示します。

ホストグループ
名

SAN ホストのコレクションの名前。

マップされてい
る LUN の数

特定のマッピングによって、または LUN をすべての
SAN ホストで使用できることによって SAN ホストに
マップされている LUN の数を識別します。

ステータス Oracle FS Path Manager (FSPM) ドライバが通信中であ
るかどうか、または登録されているかどうかを識別しま
す。ドライバが登録されていない場合は、FSPMソフト
ウェアをインストールします。

FSPM バージョ
ン

FSPMのバージョンを示します。

ホスト IP アドレ
ス

SAN ホストの IP アドレスを示します。FSPMがイン
ストールされていない場合、このフィールドには N/A
が表示されます。

ホスト・オペレー
ティング・システ
ム

FSPMソフトウェアがインストールされているホスト
オペレーティングシステムを示します。

現在の Oracle FS Systemに定義されているすべての SAN ホストグループが一覧
表示されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

ホストグループの表示

ホストグループは、個別のホストではなくグループ全体に属性を割り当てること
ができるように、登録済みの SAN ホストを論理組織単位に関連付けます。
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用して、
Oracle FS Systemに定義されているすべてのホストグループのリストを表示でき
ます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ホストグループを表示する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要
があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ホスト」を選択します。

2 「表示」ドロップダウンリストから「ホストグループ」を選択します。

現在の Oracle FS Systemに定義されているすべてのホストグループが一覧表示
されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

Oracle FS System のモニター
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ボリュームグループの表示

ボリュームグループを使用すると、論理ボリューム (LUN) を組織単位に編成でき
ます。Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用して、
Oracle FS Systemシステムに定義されているすべてのボリュームグループのリス
トを表示できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ボリュームグループを表示する Oracle FS Systemシステムをターゲットとして
選択する必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ボリュームグループ」を選択します。

2 「表示」ドロップダウンリストから「ボリュームグループ」を選択します。
3 「フィルタ/検索...」フィールドで、ボリュームグループを検索またはフィル
タ処理できます。

現在の Oracle FS Systemに定義されているすべてのボリュームグループおよび
親ボリュームグループが一覧表示されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

ストレージドメインの表示

ストレージドメインは、LUN を Oracle FS Systemのドライブエンクロージャー
の特定のコレクションに割り当てます。Oracle Enterprise Manager for Oracle
Flash Storage Systemsを使用して、Oracle FS Systemに定義されているすべての
ストレージドメインのリストを表示できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ストレージドメインを表示する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する
必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ストレージドメイン」を選択します。

2 ドロップダウンリストから「ストレージドメイン」を選択します。

次の情報が表示されます。

階層の再割
り当て

階層の再割り当てが有効か無効かを示します。

割り当て済
み容量

ストレージにすでに割り当てられているこのストレージド
メインの容量 (G バイト)。

空き領域 ストレージにまだ割り当てられておらず使用可能なこのス
トレージドメインの容量 (G バイト)。

Oracle FS System のモニター
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使用できな
い容量

使用されているため、ストレージに割り当てることができな
いこのストレージドメインの容量 (G バイト)。

合計容量 使用可能な容量および使用できない容量を含むこのストレ
ージドメインの合計容量 (G バイト)。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

LUN またはクローン LUN の表示
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用して、
Oracle FS Systemに定義されているすべての LUN またはクローン LUN のリス
トを表示できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

LUN またはクローン LUN を表示する Oracle FS Systemシステムをターゲット
として選択する必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「LUN」を選択します。

2 「表示」ドロップダウンリストから、「LUN」または「クローン LUN」を選
択します。

3 LUN を選択して、その LUN に関する情報を表示します。
次の情報を表示できます。

基本情報 LUN 名、LUID、ステータス、ストレージドメイン、およ
びボリュームグループのメンバーシップ。

容量に関する
情報

選択した LUN の使用済み容量、最大容量、および使用可能
な容量 (G バイト)。

LUN 統計 過去 24 時間の選択した LUN の 1 秒あたりの読み取り入出
力、書き込み入出力、および合計入出力のサマリーグラフ。

サービス品質 選択した LUN に割り当てられている冗長性、入出力バイア
ス、アクセスバイアス、および優先度の各サービス品質
(QoS) 属性。

クローンの容
量に関する情
報

選択した LUN のクローン (ある場合) の使用済み容量、最大
容量、および使用可能な容量 (G バイト)。

アクセス情報 選択した LUN にアクセスするために使用されるプロトコ
ル (FC、iSCSI、またはその両方) およびマッピングのタイプ
(特定のホストまたはすべてのホスト)。

クローン
LUN

選択した LUN の子であるクローン LUN (ある場合)。

Oracle FS System のモニター
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表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

LUN クローンスケジュールの表示
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用して、
Oracle FS Systemに定義されているすべての LUN クローンスケジュールのリス
トを表示できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

保護スケジュールを表示する Oracle FS Systemシステムをターゲットとして選
択する必要があります。スケジュールを表示するには、スケジュールが作成され
たソース LUN またはクローン LUN を選択する必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > LUN クローンスケジュールを選択しま
す。

2 「表示」ドロップダウンリストから、「LUN」または「クローン LUN」を選
択します。

3 「フィルタ/検索...」フィールドを使用して、LUN を検索またはフィルタ処
理できます。

4 リストから LUN またはクローン LUN の名前を選択します。
クローンスケジュールが LUN またはクローン LUN に関連付けられてい
る場合は、スケジュールに関する次の情報が表示されます。

スケジ
ュール
名

スケジュールを作成したときに付けられた名前。

開始時
間

LUN のクローンの作成を開始するようにスケジュールされた日
付と時間。

頻度 クローンの作成がスケジュールされている頻度。

保護さ
れたボ
リュー
ム

クローンを作成するようにスケジュールされているソースボリ
ューム (LUN) の名前。

有効 データ保護スケジュールが有効にされているかどうかを示しま
す。

• 「はい」は、スケジュールによって、保護されたボリュー
ムがアクティブにクローニングされていることを示しま
す。

• 「いいえ」は、スケジュールによって、保護されたボリュ
ームがクローニングされていないことを示します。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

Oracle FS System のモニター
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イベントの表示

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用して、
Oracle FS Systemからのイベントを表示します。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

イベントを表示する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要があり
ます。

1 「Oracle Flash Storage Systems」 > 「イベント」を選択します。
次の項目のステータスが表示されます。

イベ
ント

Oracle FS Systemによって生成されるイベントの名前を表示しま
す。

重大
度

情報、警告、またはクリティカルが表示されます。重大度が情報
の場合は対処する必要はありません。警告の場合は、すぐに対処
する必要はありませんが、解決する必要があります。クリティカ
ルステータスの場合は、システムの障害またはオフライン状態を
回避するためにすぐに対処する必要があります。

カテ
ゴリ

セキュリティー、監査、またはシステムが表示されます。セキュ
リティーイベントは、セキュリティーの問題 (承認されていない要
求など) である可能性があります。監査イベントは、実行されたタ
スク (ログインなど) を追跡します。システムイベントには、シス
テムおよび完了したタスクの問題が含まれていることがありま
す。

発生
時間

イベントが発生した日付と時間を示します。

影響
を受
ける
項目

イベントの原因となったシステムオブジェクトの名前を示しま
す。

説明 イベントの簡単な説明を示します。

2 リフレッシュアイコンを選択して、このページを更新します。

Oracle FS Systemシステムの表示されているフィールドが更新されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

Oracle FS System のモニター
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第 4章

Oracle FS System のレポートの管理

Oracle FS System でのレポートの生成の概要
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsは、Oracle FS
System用に生成できる事前定義済みのハードウェア、入出力、およびストレージ
使用状況のレポートを提供しています。

ハードウェアレポートには、Oracle FS Systemサマリーレポート、Oracle FS
Systemに関連付けられているドライブエンクロージャーのディスクドライブの
レポート、およびハードウェアステータスレポートが含まれています。

LUN の入出力アクセスレポートには、Oracle FS Systemのもっともアクティブな
10 個の LUNの入力および出力の統計がグラフで示されます。

ストレージ使用状況レポートには、Oracle FS Systemに関連付けられている LUN
ごとのストレージ使用状況、および個々の優先度、データアクセス、入出力バイ
アスの各サービス品質カテゴリで使用されたストレージの量が示されます。

事前定義済みのレポートのほかに、カスタムレポートを作成できます。カスタム
レポートの作成については、Oracle Enterprise Manager のオンラインヘルプを参
照してください。

関連リンク

ハードウェアレポート

Oracle FS System の入出力レポート
Oracle FS System ストレージ使用状況レポート
レポートの生成

レポートの生成

ターゲットとして追加されている Oracle FS Systemシステムの事前定義済みレ
ポートを生成できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

レポートを生成する Oracle FS Systemがターゲットとしてまだ選択されていな
い場合は、Oracle FS Systemをレポートのターゲットとして使用するように指定
できます。
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1 「エンタープライズ」 > 「レポート」 > 「情報パブリッシャ・レポート」を
選択します。

2 展開されない場合は、「すべて開く」を選択して、「情報パブリッシャ・レ
ポート」リストのレポートを展開します。

3 Oracle Flash Storage レポートを探すか、検索フィールドに情報を入力しま
す。

4 表示するレポートの名前をクリックします。
「レポートのターゲットの指定」ダイアログが表示されます。

5 「ターゲット」フィールドでターゲットの名前を確認します。
ターゲットを指定していない場合は、虫めがねアイコンをクリックして、
レポートに含めるターゲット Oracle Flash Storage Systemを検索します。

6 「選択」ボタンを選択して、ホストターゲットを選択します。
7 「選択」ボタンをクリックして、選択内容を保存します。
8 「続行」をクリックします。
選択したレポートが新しいウィンドウに表示されます。

9 (オプション) レポートの出力を取得するには、次のいずれかを行います。

• 「印刷可能なページ」をクリックし、Web ブラウザの印刷機能を使用
して、レポートを印刷します。

• レポートの右上の隅にあるコンマアイコンをクリックして、レポート
を開くか、コンマで区切られた値の (CSV) ファイルとして保存しま
す。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

Oracle FS System のレポートの管理
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第 5章

Oracle FS System の管理

ホストグループの管理の概要

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用して Oracle
Enterprise Manager にホストグループを作成、変更、または削除できます。作成
済みのホストグループに新しいホストを割り当てることもできます。

SAN ホストを論理ユニットに編成するには、ホストグループを作成します。ホス
トグループを作成すると、各個別のホストを指定することなく関連するホストを
管理できます。システムが変更されたら、ホストグループの名前を変更できます。
必要ではなくなったホストグループは削除できます。

ホストグループを最初に作成するときには、ホストグループ名のみを指定します。
ホストグループ名を作成したら、ホストをそのグループに割り当てることができ
ます。

関連リンク

ホストグループの表示

ホストグループの作成

ホストグループの変更

ホストグループの削除

ホストグループへのホストの割り当て

ホストグループの作成

ホストグループを作成すると、登録済みの SAN ホストを論理組織単位に関連付
けることができます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ホストグループを作成する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要
があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ホスト」を選択します。

2 「表示」ドロップダウンリストから「ホストグループ」を選択します。
3 「アクション」 > 「作成」を選択します。
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4 ホストグループの作成ダイアログで、ホストグループの名前をホストグル
ープ名フィールドに入力して、「OK」をクリックします。

5 ホストグループの作成成功ダイアログで「OK」をクリックします。
新しいホストグループが「ホストグループ」ページに表示されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

ホストグループの変更

ホストグループは名前を変更することによってのみ変更できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ホストグループを変更する Oracle FS Systemシステムをターゲットとして選択
する必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ホスト」を選択します。
2 「表示」ドロップダウンリストから「ホストグループ」を選択します。
3 変更するホストグループを選択します。

4 「アクション」 > 「変更」を選択します。
5 「ホストグループの変更」ダイアログで新しい名前を入力して、「OK」をク
リックします。

6 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
新しいホストグループ名が「ホストグループ」ページに表示されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

ホストグループの削除

グループを構成するホストが変更されたために、グループが必要でなくなった場
合は、ホストグループを削除できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ホストグループを削除する Oracle FS Systemシステムをターゲットとして選択
する必要があります。

重要: ホストグループを削除する場合は、そのホストグループへのマッピングを
別のホストグループへのマッピングまたは削除されるホストグループ内の別個の
ホストへのマッピングに置き換える必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ホスト」を選択します。
2 「表示」ドロップダウンリストから「ホストグループ」を選択します。
3 削除するホストグループを選択します。
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4 「アクション」 > 「削除」を選択します。

5 「OK」をクリックして、ホストグループを削除することを確認します。

6 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
ホストグループが「ホストグループ」ページのリストに表示されなくなり
ます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

ホストグループへのホストの割り当て

ホストグループを作成したら、ホストをそのホストグループに割り当てることが
できます。

前提条
件:

• 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のター
ゲットとして追加されている。

• ホストを割り当てる前に、ホストグループを作成する必要があり
ます。

ホストをホストグループに割り当てる Oracle FS Systemシステムをターゲット
として選択する必要があります。

注: Oracle FS System Manager (GUI) では、ホストの関連付けコマンドによって、
グループ化されていないイニシエータが新しく作成されたホストまたは既存のホ
ストに関連付けられます。割り当て操作 (グループにドロップ) によって、既存の
ホストエンティティーが既存のホストグループまたは新しく作成されたホストグ
ループに関連付けられます。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ホスト」を選択します。

2 「表示」ドロップダウンリストから「SAN ホスト」を選択します。

3 ホストグループに割り当てるホストを選択します。

4 「アクション」 > 「割当て」を選択します。

5 SAN ホストの割り当てダイアログで、このホストを割り当てるホストグル
ープをホストグループ名への割り当てドロップダウンリストから選択しま
す。

6 「SAN ホストの割り当て」ダイアログで「OK」をクリックします。
ホストがホストグループに正常に割り当てられると、確認ダイアログで通
知されます。

7 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
「SAN ホスト」ページのホスト名の横のホストグループ名列にホストグル
ープ名が表示されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。
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ボリュームグループの管理の概要

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用して Oracle
Enterprise Manager に Oracle FS Systemのボリュームグループを作成、変更、ま
たは削除できます。

ボリュームグループを使用すると、関連する論理ボリューム (LUN) をグループに
編成して、個別に管理せずにボリュームグループで一緒に管理できます。ボリュ
ームグループ間に親子関係を指定して、グループ階層を作成することもできます。

ボリュームグループを作成するときに、グループの名前および容量を指定します。
ボリュームグループを作成したら、各 LUN のサービス品質 (QoS)設定にボリュー
ムグループ名を指定することによって、LUN をグループに追加できます。

ニーズの変化に応じて、既存のボリュームグループの名前または容量を変更した
り、LUN の QoS 設定を変更することによって、グループに属する LUN を変更
できます。必要ではなくなったボリュームグループを削除することもできます
が、削除する前に、LUN を別のボリュームグループに再割り当てする必要があり
ます。

関連リンク

ボリュームグループの表示

ボリュームグループの作成

ボリュームグループの変更

ボリュームグループの削除

ボリュームグループの作成

ボリュームグループの変更

ボリュームグループの削除

LUN の作成: サービス品質

ボリュームグループの作成

ボリュームグループを使用すると、論理ボリューム (LUN) を組織単位に編成でき
ます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ボリュームグループを作成する Oracle FS Systemシステムをターゲットして選
択する必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ボリュームグループ」を選択します。

2 「アクション」 > 「作成」を選択します。

3 「ボリュームグループの作成」ダイアログで、ボリュームグループのパラメ
ータを指定します。

必須パラメータ:

• ボリュームグループ名。
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• 親ボリュームグループまたは<なし>。デフォルト値は<なし>です。

4 「OK」をクリックします。

5 ボリュームグループの作成成功ダイアログで「OK」をクリックします。
新しいボリュームグループが「ボリュームグループ」ページに表示されま
す。

各 LUN のサービス品質 (QoS)設定にボリュームグループ名を指定することによ
って、ボリュームグループに LUN を追加します。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

ボリュームグループの変更

グループの属性に対して変化するニーズを満たすために、ボリュームグループの
名前、親、または容量を変更できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ボリュームグループを変更する Oracle FS Systemシステムをターゲットとして
選択する必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ボリュームグループ」を選択します。

2 変更するボリュームグループを選択します。

3 「アクション」 > 「変更」をクリックします。

4 「ホストグループの変更」ダイアログで、ボリュームグループのパラメータ
を変更します。

変更できるパラメータは次のとおりです。

• ボリュームグループ名。

• 親ボリュームグループまたは<なし>。デフォルト値は<なし>である
ため、親ボリュームグループを選択しない場合、ボリュームグループ
には親ボリュームグループが割り当てられません。

5 「OK」をクリックします。

6 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
ボリュームグループへの変更が「ボリュームグループ」ページに表示され
ます。

各 LUN のサービス品質 (QoS)設定でボリュームグループ名を変更することによ
って、ボリュームグループの LUN のメンバーシップを変更します。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。
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ボリュームグループの削除

論理ボリューム (LUN) を別のボリュームグループに再割り当てしたあとに、ボリ
ュームグループを削除できます。

前提条件: • 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise
Manager のターゲットとして追加されている。

• ボリュームグループを削除する前に、ボリュームグル
ープのすべての LUN が別のボリュームグループに再
割り当てされている。

注意: ボリュームグループを削除する前に、LUN のサービス
品質 (QoS)設定でボリュームグループ名を変更することに
よって、LUN を別のボリュームグループに再割り当てしま
す。LUN がまだ割り当てられているボリュームグループを
削除すると、ターゲット Oracle FS Systemの処理が中断す
ることがあります。

ボリュームグループを削除する Oracle FS Systemシステムをターゲットとして
選択する必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ボリュームグループ」を選択します。

2 削除するボリュームグループを選択します。

3 「アクション」 > 「削除」をクリックします。

4 「OK」をクリックします。

5 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
ボリュームグループが「ボリュームグループ」ページのリストから削除さ
れます。

ストレージドメインの管理の概要

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用すると、
Oracle Enterprise Manager にストレージドメインを作成、変更、または削除でき
ます。ドライブエンクロージャーをターゲット Oracle FS Systemの既存のスト
レージドメインに関連付けることもできます。

ストレージドメインは、Oracle FS Systemの特定のコレクションのドライブエン
クロージャーに LUN を割り当てることができる論理ユニットです。すべての
LUN はストレージドメインに属しています。LUN を作成すると、デフォルトの
ストレージドメインに自動的に割り当てられるか、LUN のサービス品質 (QoS)設
定に別のストレージドメインを指定できます。

ストレージドメインを作成するときには、ストレージドメインの名前を指定しま
す。ストレージドメインを作成したら、ドライブエンクロージャーをストレージ
ドメインに関連付けたり、LUN の QoS 設定にストレージドメイン名を指定する
ことによって、LUN をストレージドメインに割り当てることができます。新しい
ストレージドメインをプライマリストレージドメインにすることもできます。
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ストレージドメインの名前の変更、またはストレージドメインに関連付けられて
いるドライブエンクロージャーの変更を行うことができます。ストレージドメイ
ンがプライマリドメインであるかどうかも変更できます。必要ではなくなったス
トレージドメインは削除できます。ストレージドメインに割り当てられている
LUN を変更するには、LUN の QoS 設定に指定されているストレージドメイン名
を変更する必要があります。

関連リンク

ストレージドメインの表示

ストレージドメインの作成

ストレージドメインの変更

ストレージドメインの削除

ドライブグループをプライマリドライブグループに変更する

ボリュームグループの作成

ボリュームグループの変更

ボリュームグループの削除

LUN の作成: サービス品質

ストレージドメインの作成

ストレージドメインを作成すると、Oracle FS Systemの特定のコレクションのド
ライブエンクロージャーに LUN を割り当てることができます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ストレージドメインを作成する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する
必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ストレージドメイン」を選択します。
2 ドロップダウンリストから「ストレージドメイン」を選択します。

3 「アクション」 > 「作成」をクリックします。
4 「ストレージドメインの作成」ダイアログで、ストレージドメインの名前を
入力します。

5 プルダウンからバックグラウンドプロセスの優先度 (システム選択、影響の
最小化、または速度最優先のいずれか) を選択します。システム選択が推奨
される値です。

6 階層の割り当ての有効化を選択または選択解除します。デフォルト値は階
層の割り当ての有効化です。

7 階層割り当て統計の収集の有効化を選択または選択解除します。デフォル
ト値は階層割り当て統計の有効化です。

8 ストレージドメインの作成成功ダイアログで「OK」をクリックします。
新しいストレージドメインが「ストレージドメイン」ページに表示されま
す。
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表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

ストレージドメインの変更

ストレージドメインの名前またはプライマリストレージドメイン属性を変更でき
ます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ストレージドメインを変更する Oracle FS Systemシステムをターゲットとして
選択する必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ストレージドメイン」を選択します。

2 「表示」ドロップダウンリストから「ストレージドメイン」を選択します。
3 変更するストレージドメインを選択します。

4 「アクション」 > 「変更」をクリックします。
「ストレージドメインの変更」ダイアログで、次のいずれかを行います。

• ストレージドメインの新しい名前を入力します。

• 「プライマリ」チェックボックスを選択またはクリアします。

5 「OK」をクリックします。

6 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
新しいストレージドメイン名が「ストレージドメイン」ページに表示され
ます。

ストレージドメインの削除

必要がなくなった場合は、ストレージドメインを削除できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ストレージドメインを削除する Oracle FS Systemシステムをターゲットとして
選択する必要があります。

1 「ターゲット」ドロップダウンリストから「Oracle Flash Storage System」 >
「ストレージドメイン」を選択します。

2 「表示」ドロップダウンリストから「ストレージドメイン」を選択します。
3 削除するストレージドメインを選択します。

4 「アクション」 > 「削除」をクリックします。

5 「OK」をクリックして、ストレージドメインを削除することを確認します。

6 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
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ストレージドメインが「ストレージドメイン」ページのリストに表示され
なくなります。

ドライブグループをプライマリドライブグループに変更する

ドライブグループをプライマリドライブグループに変更できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

ドライブエンクロージャーをストレージドメインに関連付ける Oracle FS System
システムをターゲットとして選択する必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「ストレージドメイン」を選択します。

2 「表示」ドロップダウンリストから「ドライブグループ」を選択します。
3 プライマリドライブグループを変更するドライブグループを選択します。

4 「アクション」 > 「変更」をクリックします。

5 「このドライブグループをプライマリドライブグループにします」をクリッ
クします。プライマリドライブグループには、システム構成情報が含まれ
ています。
このドライブグループがプライマリドライブグループに正常に変更される
と、確認ダイアログで通知されます。

6 確認ダイアログで「OK」をクリックします。

LUN の管理
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用すると、
Oracle Enterprise Manager に Oracle FS Systemの LUN またはクローン LUN を
作成、変更、または削除できます。ターゲット Oracle FS Systemの LUN をコピ
ーまたはクローニングすることもできます。

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsには、Oracle FS
Systemの LUN を作成または変更するプロセスを案内するウィザードがありま
す。このプラグインには、必要ではなくなった LUN を削除するために使用でき
る「削除」ボタン、LUN をコピー (新しい LUN を作成するためのテンプレート
として使用します) するために使用できる「コピー」ボタン、および LUN のある
時点のバックアップコピーを作成するために使用できる「クローン」ボタンもあ
ります。

関連リンク

LUN またはクローン LUN の表示
LUN の削除
LUN のコピー
LUN のクローニング
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LUN の作成の概要
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsは、LUN の作成プロ
セスを案内するウィザードを提供しています。

プラグインの LUN の作成ウィザードは、Oracle FS System Manager (GUI) の
SAN LUN の作成ウィザードに似ています。

「アクション」 > 「作成」をクリックすると、ウィザードが開始されます。

このウィザードには 2 つのタブ (「単一階層」および「自動階層」) があります。
「単一階層」および「自動階層」のどちらを選択しても、LUN 情報の 3 つのタブ

(「サービス品質」、「マッピング」、および「データ保護」) があります。各タブに
は、LUN のプロパティーを選択するためのフィールドがあります。これらのフィ
ールドには、デフォルト値が自動的に入力されます。

各タブの下部にある「OK」をクリックすると、デフォルト値または各タブで追
加した新しい値で LUN が保存されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

関連リンク

LUN またはクローン LUN の表示
LUN の削除
LUN のコピー
LUN のクローニング
LUN の作成: データ保護
LUN の作成: すべてのホストへのマッピング
LUN の作成: 選択したホストへのマッピング
LUN の作成: サービス品質

LUN の作成

LUN の作成ウィザードを使用して、Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash
Storage Systemsで LUN を作成します。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

LUN を作成する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要がありま
す。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「LUN」を選択します。
2 表示/管理ドロップダウンメニューから「LUN」または「クローン LUN」
を選択します。

3 「アクション」 > 「作成」をクリックします。
LUN の作成ウィザードが表示されます。
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LUN の作成ウィザードの「サービス品質」、「マッピング」、および「データ保護」
タブで、単一階層または自動階層を選択して LUN プロパティーを追加するか、
デフォルトのプロパティーを使用します。完了したら、「OK」をクリックしま
す。

プラグインの LUN の作成ウィザードは、Oracle FS System Manager (GUI) の
SAN LUN の作成ウィザードとほとんど同じです。

「アクション」 > 「作成」をクリックすると、ウィザードが開始されます。

このウィザードには 2 つのタブ (「単一階層」および「自動階層」) があります。
「単一階層」および「自動階層」のどちらを選択しても、LUN 情報の 3 つのタブ
(「サービス品質」、「マッピング」、および「データ保護」) があります。各タブに
は、LUN のプロパティーを選択するためのフィールドがあります。これらのフィ
ールドには、デフォルト値が自動的に入力されます。

各タブの下部にある「OK」をクリックすると、デフォルト値または各タブで追
加した新しい値で LUN が保存されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

LUN の作成: サービス品質

「サービス品質 (QoS)」属性を指定して、LUNの作成に必要なストレージリソー
スを割り当てます。

「サービス品質」タブで、LUN の名前、ストレージドメイン、ボリュームグルー
プ、ストレージプロファイル、ストレージクラスの各属性、および優先度レベル、
冗長性、容量やその他の QoS 属性を指定できます。

1 「単一階層」または「自動階層」を選択します。
2 「サービス品質」タブをクリックします。
3 LUN のストレージドメインをドロップダウンリストから選択します。
各ストレージドメインの使用可能なストレージ容量を確認するには、省略
ボタン (...) をクリックします。

4 「LUN 名」を入力します。

5 (オプション) 新しい LUN が属するボリュームグループを選択します。

6 「ストレージプロファイル」ドロップダウンリストから、既存のプロファイ
ルを選択するか、「カスタム」を選択して新しいストレージプロファイルを
作成します。

• 既存のストレージプロファイルを選択した場合は、選択したプロファ
イルの定義に従い、システムによって QoS 属性が更新されます。一
部のフィールドはグレーで表示され (使用不可)、それらのフィールド
はストレージプロファイルによって定義されたフィールドであるた
め変更できないことが示されます。
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• 「カスタム」を選択した場合は、「ストレージクラス」を選択して、「基
本」または「詳細」を選択します。

基本次のフィールドを設定します: 「標準的なアクセス」、「I/O バイ
アス」、「冗長性」、および「優先度レベル」。

詳細次のフィールドを設定します: 「RAID レベル」、「先読み」、お
よび「優先度レベル」。

7 バックグラウンドコピーの優先度の値を選択します。

8 必要に応じて、次のフィールドの値を調整します: 「容量」および「割り当
て済み論理容量」。

9 (オプション) 「OK」をクリックして LUN をすぐに作成します。

「OK」をクリックすると、「マッピング」および「データ保護」タブで設定した QoS
設定および属性で LUN が保存されます。

LUN の QoS 属性を定義したら、「マッピング」タブで特定のホストまたはすべて
のホストへの LUN のマッピングを定義します。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

LUN の作成: 選択したホストへのマッピング

LUN を 1 つ以上の SAN ホストにマップして、特定のホストのみが LUN にアク
セスできるようにします。

LUNへのアクセスを制限する必要がある場合 (LUNに機密性のあるデータが含
まれている場合など) は、LUNへのアクセスを特定のホストまたはホストのグル
ープにマップします。

1 「マッピング」タブをクリックします。
2 適切な「アクセスプロトコル」を選択します (「ファイバチャネル」(FC)、
「iSCSI」、またはその両方)。
この選択によって、LUN へのアクセスが許可されるプロトコルが決定され
ます。

重要: FC プロトコルおよび iSCSI プロトコルの両方を選択した場合、シス
テムは FC の最適化されたパスおよび最適化されていないパスを iSCSI パ
スより優先して使用します。また、システムは各プロトコルで負荷分散を
別々に行います。

3 「選択したホストのみ」オプションをクリックします。
4 「LUN コントローラの割り当て」セクションでコントローラを選択します。

2 つのストレージコントローラフィールドが表示されます。新しい LUN
の場合、「現在のコントローラ」フィールドは使用できません。「割り当て
られたコントローラ」ドロップダウンリストから、コントローラを選択す
るか、「自動割り当て」を選択します。
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「自動割り当て」を選択した場合は、システムによってコントローラが決定
されます。LUNが作成されたあとに、この値を変更するか、新しい値を選
択できます。

5 新しいホストマッピングを作成するには、「作成」をクリックして、LUN
マッピングフィールドの値を選択します。

• 「ホスト名」:LUN に関連付けるホストを選択します。

• 「LUN 番号」: 選択したホストの LUN に割り当てる番号を選択して、
「OK」をクリックします。この番号は、そのホストで一意である必
要があります。すべてのホストで一意である必要はありません。

6 (オプション) 「OK して続行」をクリックして、LUN にマップする追加の
ホストを選択します。

7 「この LUN に対してマスクされたポート」の表の「マスク済み」列で、「は
い」または「いいえ」を選択して、マスクするポートを示します。

8 (オプション) 「OK」をクリックして LUN をすぐに作成します。

「OK」をクリックすると、「サービス品質」および「データ保護」タブで設定した
LUN とホストのマッピングおよび属性で LUN が保存されます。

LUN のホストマッピングを定義したら、次に LUN のデータ保護設定を定義する
必要があります。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

LUN の作成: すべてのホストへのマッピング

LUNを一意の LUN番号にマップして、すべての SAN ホストが LUNにアクセ
スできるようにします。

1 「マッピング」タブをクリックします。
2 適切な「アクセスプロトコル」を選択します (「ファイバチャネル」(FC)、
「iSCSI」、またはその両方)。
この選択によって、LUNにアクセスするために使用されるプロトコルが決
定されます。

重要: FC プロトコルおよび iSCSI プロトコルの両方を選択した場合、シス
テムは FC の最適化されたパスおよび最適化されていないパスを iSCSI パ
スより優先して使用します。また、システムは各プロトコルで負荷分散を
別々に行います。

3 「すべてのホストが LUN 番号を使用してこの LUN にアクセスできます」
を選択します。

4 前のオプションの右側にあるドロップダウンリストから LUN の番号を選
択します。

5 「LUN コントローラの割り当て」セクションでコントローラを選択します。
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2 つのストレージコントローラフィールドが表示されます。新しい LUN
の場合、「現在のコントローラ」フィールドは使用できません。「割り当て
られたコントローラ」ドロップダウンリストから、コントローラを選択す
るか、「自動割り当て」を選択します。

「自動割り当て」を選択した場合は、システムによってコントローラが決定
されます。LUNが作成されたあとに、この値を変更するか、新しい値を選
択できます。

6 「この LUN に対してマスクされたポート」の表の「マスク済み」列で、「は
い」または「いいえ」を選択して、マスクするポートを示します。

7 (オプション) 「OK」をクリックして LUN をすぐに作成します。

「OK」をクリックすると、「サービス品質」および「データ保護」タブで設定し
た LUN番号のマッピングおよび属性で LUN が保存されます。

LUN の LUN 番号のマッピングを定義したら、次に LUN のデータ保護設定を定
義する必要があります。

LUN の作成: データ保護

LUNのデータが保護されるように、LUNのクローンの容量を割り当てます。

LUNのクローンに十分なストレージ領域を確保するために、LUNを作成すると
きに、クローンのリポジトリを割り当てる必要があります。

十分な容量を設定するには、ソース LUNの容量とクローン LUNの数を乗算し、
それを最大の変更率と乗算した値を使用します。

1 「データ保護」タブをクリックします。
2 「単一階層」または「自動階層」を選択します。
3 「クローンの有効化」をクリックします。
4 「増分」または「減分」の矢印をクリックするか、フィールドに新しい値を
入力することによって、「最大容量」フィールドの値を調整します。

デフォルト値は、クローン LUNの使用可能な容量であり、「サービス品質」
タブで LUNのアドレス可能論理容量として設定した LUNの容量に対応
しています。

5 クローン LUN に同じ QoS 設定を使用する場合は、「リポジトリ QoS を階
層 QoS に一致させる」をクリックします。

a) ストレージドメインを選択します。
b) ストレージクラスを選択します。
c) 「基本」または「詳細」を選択します。

基本次のフィールドを設定します: 「標準的なアクセス」、「I/O バイ
アス」、「冗長性」、および「優先度レベル」。
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詳細次のフィールドを設定します: 「RAID レベル」および「優先度
レベル」。

6 「OK」をクリックして、LUNを保存します。

「OK」をクリックすると、「サービス品質」および「マッピング」タブで設定し
た新しい容量割り当ておよび属性で LUNが保存されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

LUN の変更の概要
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsは、LUN を変更プロ
セスを案内するウィザードを提供しています。

LUN の変更ウィザードは、LUN を作成するために使用するウィザードとほとん
ど同じです。

このウィザードは、LUN を選択して、「LUN」または「クローン LUN」ページ
の下部にある「変更」を選択すると開始されます。

このウィザードには 3 つのタブ (「サービス品質」、「マッピング」、および「デー
タ保護」) があります。各タブには、LUN のプロパティーを選択するためのフィ
ールドがあります。これらのフィールドには、デフォルト値が自動的に入力され
ます。タブの下部にある「OK」ボタンをクリックすると、タブで変更した値で
LUN が保存されます。

関連リンク

LUN またはクローン LUN の表示
LUN の削除
LUN のコピー
LUN のクローニング
LUN の変更: データ保護
LUN の変更: すべてのホストへのマップ
LUN の変更: 特定のホストへのマップ
LUN の変更: サービス品質

LUN の変更

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsの LUN の変更ウィ
ザードを使用して、既存の LUN のプロパティーを変更します。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

変更する LUN がある Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要があり
ます。
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1 「Oracle Flash Storage System」 > 「LUN」を選択します。

2 表示/管理ドロップダウンリストから「LUN」または「クローン LUN」を
選択します。

3 「アクション」 > 「変更」をクリックします。
LUN の変更ウィザードが表示されます。

LUN の変更ウィザードの「サービス品質」、「マッピング」、および「データ保護」
タブで LUN のプロパティーを変更するか、既存のプロパティーを維持します。
完了したら「OK」をクリックします。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

LUN の変更: サービス品質

LUN の QoS 設定を変更するには、現在のサービス品質 (QoS)属性を変更します。

LUN の変更に対応するために、「サービス品質」タブで LUN の名前、ストレー
ジドメイン、ボリュームグループ、ストレージプロファイル、ストレージクラス、
およびその他の属性を変更できます。

1 「サービス品質」タブをクリックします。
2 「単一階層」または「自動階層」をクリックします。
3 必要なボリュームグループ、ストレージドメインのメンバーシップ設定、
および QoS 属性を変更します。

フィールドの選択肢に関する情報については、「ストレージドメイン」、「ボ
リュームグループ」、または「ストレージプロファイル」の各フィールドの
横にある省略ボタン (...) をクリックします。

ストレージクラスについては、「ストレージクラスごとの容量」の表を参照
してください。

4 「基本」または「詳細」を選択します。

基本次のフィールドを変更します: 「標準的なアクセス」、「I/O バイアス」、
「冗長性」、および「優先度レベル」。

詳細次のフィールドを変更します: 「RAID レベル」、「先読み」、および
「優先度レベル」。

5 「OK」をクリックして、更新内容をすべて保存するか、「マッピング」およ
び「データ保護」タブに進んで、LUNに追加の更新を行います。

LUN の変更: 特定のホストへのマップ

1 つ以上の特定の SAN ホストにアクセスを制限するように LUNを再マップす
るか、追加のホストを LUNにマップします。
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LUNへのアクセスを制限するには、1 つ以上の特定の SAN ホストに LUN をマ
ップします。より多くの SAN ホストがアクセスできるようにするには、追加の
ホストをマップします。

1 「マッピング」タブをクリックします。
2 適切な「アクセスプロトコル」を選択します (「ファイバチャネル」(FC)、
「iSCSI」、またはその両方)。
この選択によって、LUN へのアクセスが許可されるプロトコルが決定され
ます。

重要: FC プロトコルおよび iSCSI プロトコルの両方を選択した場合、シス
テムは FC の最適化されたパスおよび最適化されていないパスを iSCSI パ
スより優先して使用します。また、システムは各プロトコルで負荷分散を
別々に行います。

3 「選択したホストのみ」オプションをクリックします。
4 「この LUN に対してマスクされたポート」の表の「マスク済み」列で、「は
い」または「いいえ」を選択すると、ポートをマスクするかどうかを決定
できます。

5 「LUN コントローラの割り当て」セクションに 2 つのコントローラ設定が
表示されます。「現在のコントローラ」は情報としてのみ表示されます。「割
り当てられたコントローラ」ドロップダウンリストから、CU を選択する
か、「自動割り当て」を選択します。

システムによって、使用可能なコントローラに LUNが自動的に割り当てら
れます。

6 「作成」をクリックして、新しいホストマッピングを作成します。
LUNマッピングフィールドの値を選択します。

• 「ホスト名」: LUNに関連付けるホストを選択します。

• 「LUN 番号」: 選択したホストの LUNに割り当てる番号を選択して、
「OK」をクリックします。この番号は、その特定のホストで一意で
ある必要がありますが、すべてのホストで一意である必要はありませ
ん。

7 (オプション) 「作成」をクリックして、さらにホストマッピングを作成し
ます。

8 「OK」をクリックして、更新内容をすべて保存するか、「データ保護」タブ
に進んで、LUNに追加の更新を行います。

LUN の変更: すべてのホストへのマップ

LUNを LUN番号に再マップして、すべての SAN ホストが使用できるようにす
るか、割り当て済みの LUN番号を変更できます。

LUNへの無制限のアクセスを提供するには、すべての SAN ホストが使用できる
一意の LUN番号に LUNを再マップします。
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1 「マッピング」タブをクリックします。
2 適切な「アクセスプロトコル」を選択します (「ファイバチャネル」(FC)、
「iSCSI」、またはその両方)。
この選択によって、LUN へのアクセスが許可されるプロトコルが決定され
ます。

重要: FC プロトコルおよび iSCSI プロトコルの両方を選択した場合、シス
テムは FC の最適化されたパスおよび最適化されていないパスを iSCSI パ
スより優先して使用します。また、システムは各プロトコルで負荷分散を
別々に行います。

3 「すべてのホストが LUN 番号を使用してこの LUN にアクセスできます」
オプションをクリックします。

4 前のオプションの右側にあるドロップダウンリストから LUN の番号を変
更します。

5 「LUN コントローラの割り当て」セクションで、表示される 2 つの設定 (「現
在のコントローラ」および「割り当てられたコントローラ」) から、コント
ローラを選択するか、「自動割り当て」を選択します。

6 「OK」をクリックして、更新内容をすべて保存するか、「データ保護」タブ
に進んで、LUNに追加の更新を行います。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

LUN の変更: データ保護

LUNのデータが十分に保護されるように、LUNのクローンの容量を再割り当て
します。

1 「データ保護」タブをクリックします。
2 「単一階層」または「自動階層」を選択します。
3 「クローンの有効化」をクリックします。
4 「増分」または「減分」の矢印をクリックするか、フィールドに新しい値を
入力することによって、「最大容量」フィールドの値を調整します。

デフォルト値は、クローン LUNの使用可能な容量であり、「サービス品質」
タブで LUNのアドレス可能論理容量として設定した LUNの容量に対応
しています。

5 クローン LUN に同じ QoS 設定を使用する場合は、「リポジトリ QoS を階
層 QoS に一致させる」をクリックします。

a) ストレージドメインを選択します。
b) ストレージクラスを選択します。
c) 「基本」または「詳細」を選択します。
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基本次のフィールドを設定します: 「標準的なアクセス」、「I/O バイ
アス」、「冗長性」、および「優先度レベル」。

詳細次のフィールドを設定します: 「RAID レベル」および「優先度
レベル」。

6 「OK」をクリックして、LUNを保存します。

LUN のデータパスの有効化
LUNへのデータパスを有効にすると、マップ済みの SAN ホストエントリとボリ
ューム間の通信が復元されます。LUNへのデータパスが無効にされている場合
は、すでに作成されているホストマッピングを使用して、その LUNにアクセス
するための SAN ホストエントリの機能を提供できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

LUN を削除する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要がありま
す。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「LUN」を選択します。
2 表示/管理ドロップダウンリストから次のいずれかを選択します。

• 「LUN」(LUN へのデータパスを有効にする場合)。

• 「クローン LUN」(クローン LUN へのデータパスを有効にする場合)。
3 LUN にアクセスするためのデータパスを有効にする LUN またはクローン

LUN を選択します。
4 「アクション」 > LUN のデータパスの有効化をクリックします。
確認ダイアログによって、LUN またはクローン LUN へのデータパスを有
効にすることを確認されます。

5 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
データパスが LUN またはクローン LUN に対して有効になります。これ
を確認するには、データパスが「有効」と表示されている「アクセス情報」の
LUN 情報ページを確認します。

LUN のデータパスの無効化
LUNまたはクローン LUNにアクセスするための SAN ホストエントリの機能は
削除できますが、論理ボリュームへのホストマッピングを削除しないでください。
これにより、必要な場合に SAN ホストエントリのアクセス権を復元できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

LUN を削除する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要がありま
す。
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1 「Oracle Flash Storage System」 > 「LUN」を選択します。

2 表示/管理ドロップダウンリストから次のいずれかを選択します。

• 「LUN」(LUN へのデータパスを無効にする場合)。

• 「クローン LUN」(クローン LUN へのデータパスを無効にする場合)。

3 LUN にアクセスするためのデータパスを無効にする LUN またはクローン
LUN を選択します。

4 「アクション」 > LUN のデータパスの無効化をクリックします。
確認ダイアログによって、LUN またはクローン LUN へのデータパスを有
効にすることを確認されます。

5 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
データパスが LUN またはクローン LUN に対して有効になります。これ
を確認するには、データパスが「無効」と表示されている「アクセス情報」の
LUN 情報ページを確認します。

LUN の削除
LUN が必要ではなくなった場合は、LUN またはクローン LUN を削除できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

LUN を削除する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要がありま
す。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「LUN」を選択します。

2 表示/管理ドロップダウンリストから次のいずれかを選択します。

• 「LUN」(LUN を削除する場合)。

• 「クローン LUN」(クローン LUN を削除する場合)。

3 削除する LUN またはクローン LUN を選択します。

4 「アクション」 > 「削除」をクリックします。
確認ダイアログによって、LUN を削除すること、および LUN またはクロ
ーン LUN に関連付けられているデータ保護スケジュールも削除すること
を確認されます。

5 (オプション) LUN を削除するときに、削除する LUN に関連付けられてい
るデータ保護スケジュールがある場合は、保護スケジュールも削除を選択
します。

6 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
LUN が「LUN」または「クローン LUN」ページのリストに表示されなく
なります。保護スケジュールも削除を選択した場合は、LUN に関連付けら
れていたデータ保護スケジュールが削除されます。
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LUN のコピー
異なるサービス品質 (QoS)、マッピング、およびデータ保護プロパティーを持つ
新しい LUN を作成する場合は、ソース LUN から LUN をコピーできます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

LUN をコピーする Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必要がありま
す。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「LUN」を選択します。

2 表示/管理ドロップダウンリストから「LUN」を選択します。

3 コピーする LUN を選択します。

4 「LUN」ページの下部にある「コピー」をクリックします。

5 LUN のコピーページの「サービス品質」、「マッピング」、および「データ
保護」タブで必要な変更を行います。

6 LUN のコピーのページで「OK」をクリックします。
コピーが正常に作成されると、確認ダイアログで通知されます。

7 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
LUN のコピーが、ソース LUN 名の後ろに「のコピー」が付けられて、
「LUN」ページの LUN のリストに表示されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

LUN のクローニング
同じサービス品質 (QoS) プロパティーをオリジナルとして持つ LUN の特定時点
のコピーを作成する場合は、LUN をクローニングできます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

LUN をクローニングする Oracle FS Systemシステムをターゲットとして選択す
る必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「LUN」を選択します。

2 表示/管理ドロップダウンリストから「LUN」を選択します。

3 クローニングする LUN を選択します。

4 「アクション」 > 「クローン」をクリックします。

5 「クローン LUN」ページの「サービス品質」および「マッピング」タブで
有効な変更を行います。

6 「クローン LUN」ページで「OK」をクリックします。
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クローンボリューム (LUN) が正常に作成されると、確認ダイアログで通知
されます。

7 確認ダイアログで「OK」をクリックします。
クローン LUN が、ソース LUN 名の後ろに「のクローン」が付けられて、
「クローン LUN」ページのクローンのリストに表示されます。

表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System 管理
者ガイド』を確認してください。

保護スケジュールの管理の概要

Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsを使用して Oracle
Enterprise Manager にソース LUN のクローンを定期的な間隔で作成することに
よって、LUN またはクローン LUN のデータを保護するためのスケジュールを作
成、変更、または削除できます。

データ保護スケジュールは、定期的にスケジュールされた間隔でソースの LUN
またはクローン LUN のクローンを作成します。保護スケジュールを作成した
ら、スケジュールの保存後すぐにスケジュールされた時間に実行されるようにす
るか、スケジュールを作成したあとに有効にすることができます。必要に応じて
スケジュールを変更したり、必要ではなくなったらスケジュールを削除できます。

関連リンク

保護スケジュールの作成

保護スケジュールの変更

保護スケジュールの削除

保護スケジュールの作成

レプリケーションスケジュールを作成して、保護された LUN またはクローン
LUN のクローンを定期的な間隔で作成できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

保護スケジュールを作成する Oracle FS Systemシステムをターゲットとして選
択する必要があります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > 「保護スケジュール」を選択します。

2 表示/管理ドロップダウンリストから「LUN」または「クローン LUN」を
選択します。

LUN の保護をスケジュールする場合は「LUN」、クローン LUN の保護を
スケジュールする場合は「クローン LUN」を選択します。

3 保護スケジュールを作成する LUN またはクローン LUN を選択します。

4 「アクション」 > 「作成」をクリックします。
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5 LUN クローンスケジュールの作成ダイアログで、スケジュールの名前を
「スケジュール名」フィールドに入力します。

ヒント: あとでスケジュールを変更するときにスケジュールを識別できる
ように、保護のタイプおよび頻度を含む意味のわかりやすい名前を使用し
ます。

6 (オプション) 「ボリュームグループ」ドロップダウンリストから、クロー
ンボリュームを割り当てるボリュームグループの名前を選択します。

7 作成後すぐにスケジュールを開始する場合は、「有効」を選択します。

ここでスケジュールを有効にしない場合は、あとでスケジュールを変更す
ることによって有効にできます。

8 「保護されたボリューム」が、選択した LUN またはクローン LUN である
ことを確認します。

9 「スケジュール」パネルのコントロールを使用して、日付と時間を選択しま
す。

10 スケジュールの頻度を選択:

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

• 毎月

11「繰り返し」パネルで、スケジュールの繰り返し値を選択します。
頻度に「毎週」を選択した場合は、曜日も選択します。

12 スケジュールを保存するには、「OK」をクリックします。
選択した LUN 保護スケジュールパネルにスケジュールが表示されます。

保護スケジュールの変更

保護スケジュールを変更して、ニーズに合わせることができます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

保護スケジュールを作成する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必
要があります。LUN またはクローン LUN のリストで、スケジュールで保護され
ているボリュームであるソース LUN またはクローン LUN を選択する必要があ
ります。

1 「Oracle Flash Storage System」 > LUN クローンスケジュールを選択しま
す。

2 表示/管理ドロップダウンリストから「LUN」または「クローン LUN」を
選択します。
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変更するスケジュールによって LUN が保護されている場合は「LUN」、ク
ローン LUN が保護されている場合は「クローン LUN」を選択します。

3 保護スケジュールを作成した LUN またはクローン LUN を選択します。
変更するスケジュールが、選択した LUN 保護スケジュールパネルに表示さ
れます。

4 「アクション」 > 「変更」をクリックします。

5 データ保護スケジュールの作成ダイアログで、スケジュールの名前を「ス
ケジュール名」フィールドに入力します。

ヒント: あとでスケジュールを変更するときにスケジュールを識別できる
ように、保護のタイプおよび頻度を含む意味のわかりやすい名前を使用し
ます。

6 「クローン」がデータ保護タイプとして選択されていることを確認します。
7 (オプション) 「ボリュームグループ」ドロップダウンリストから、クロー
ンボリュームを割り当てる別のボリュームグループの名前を選択します。

8 変更の保存後すぐにスケジュールが開始されるようにする場合は、「有効」
を選択します。

9 「保護されたボリューム」が、選択した LUN またはクローン LUN である
ことを確認します。

10「スケジュール」パネルのコントロールを使用して、日付と時間を選択しま
す。

11 スケジュールの頻度を選択:

• 1 回のみ実行

• 毎時

• 毎日

• 毎週

12「繰り返し」パネルで、スケジュールの繰り返し値を選択します。
頻度に「毎週」を選択した場合は、レポートを生成する曜日を選択します。

13 スケジュールへの変更を保存するには、「OK」をクリックします。
変更したスケジュールが選択した LUN 保護スケジュールのパネルに表示
されます。

保護スケジュールの削除

必要がなくなった場合は、保護スケジュールを削除できます。

前提条件: 1 つ以上の Oracle FS Systemが Oracle Enterprise Manager のターゲ
ットとして追加されている。

保護スケジュールを削除する Oracle FS Systemをターゲットとして選択する必
要があります。
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1 「Oracle Flash Storage System」 > 「保護スケジュール」を選択します。

2 表示/管理ドロップダウンリストから「LUN」または「クローン LUN」を
選択します。

削除するスケジュールによって LUN が保護されている場合は「LUN」、ク
ローン LUN が保護されている場合は「クローン LUN」を選択します。

3 保護スケジュールを作成した LUN またはクローン LUN を選択します。
削除するスケジュールが、選択した LUN 保護スケジュールのパネルに表示
されます。

4 画面の下部にある「削除」をクリックします。

5 「OK」をクリックして、保護スケジュールを削除することを確認します。

6 「OK」をクリックして、確認ダイアログを閉じます。
選択した LUN 保護スケジュールパネルにスケジュールが表示されなくな
ります。
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付録 A

Oracle FS System の構成データおよびメトリ
ック

Oracle Enterprise Manager は、ターゲットとして追加された各 Oracle FS System
で、事前定義された一連の構成データおよびメトリックを収集します。

次の表は、収集される構成データのカテゴリを示しています。

注: 表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System
管理者ガイド』を確認してください。

表 6: Oracle FS Systems で収集される構成データ
カテゴリ 収集される構成データ

コントローラソフトウェアの構成 • ビルドバージョン

• コントロールユニット FQN
• リリースバージョン

• コントローラ名

• バージョン文字列

ドライブエンクロージャーソフトウ
ェアの構成

• ビルドバージョン

• 名前

• リリースバージョン

• バージョン文字列

パイロットソフトウェアの構成 • コントロールユニット名

• ビルドバージョン

• コントロールユニットのシリアル番号

• リリースバージョン

• バージョン文字列
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表 6: Oracle FS Systems で収集される構成データ (続き)

カテゴリ 収集される構成データ

接続されている SAN ホストの構成 • ホスト名

• ホスト FQN
• IP アドレス
• ホスト ID
• オペレーティングシステム

• オペレーティングシステム

• FSPM バージョン

Oracle Flash Storage System の構成 • シリアル番号

• 連絡先名

• 連絡先電話番号

• IP アドレス
• モデル名

• システム名

次の表は、収集されるメトリックのカテゴリを示しています。これらのメトリッ
クに関連付けられている値は、「Oracle Flash Storage System」 > 「モニタリン
グ」 > 「メトリックと収集設定」または「Oracle Flash Storage System」 > 「モ
ニタリング」 > 「すべてのメトリック」から変更できます。

注: 表示されるデータの詳細または定義については、『Oracle Flash Storage System
管理者ガイド』を確認してください。

表 7: Oracle FS Systems で収集されるメトリック
カテゴリ 収集されるメトリック

コントローラの詳細 • 名前

• 動作ステータス

• タイプ

ディスクドライブ • シリアル番号

• 容量 (G バイト)
• ドライブエンクロージャー名

• ドライブ番号

• 動作ステータス

Oracle FS System の構成データおよびメトリック

62



表 7: Oracle FS Systems で収集されるメトリック (続き)

カテゴリ 収集されるメトリック

ドライブエンクロージャ
ーの詳細

• モデル

• 名前

• 動作ステータス

• シリアル番号

• 温度のステータス

• WWN

イベントの詳細 • タイムスタンプ

• カテゴリ

• コンポーネント名

• コンポーネント GUID
• 連絡先名

• 連絡先電話番号

• 説明

• 名前

• 重大度

• タイプ
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表 7: Oracle FS Systems で収集されるメトリック (続き)

カテゴリ 収集されるメトリック

LUN の詳細 • LUID (LUN の一意の識別子)
• アクセスバイアス

• アクティブ

• アドレス可能容量 (バイト)
• アドレス可能容量 (G バイト)
• 割り当て済み容量 (バイト)
• 割り当て済み容量 (G バイト)
• 割り当て済みクローン容量 (バイト)
• 割り当て済みクローン容量 (G バイト)
• 割り当て済みコントローラ FQN
• クローン

• 現在のコントローラ FQN
• 入出力バイアス

• ID
• 論理的な最大クローン容量 (バイト)
• 論理的な最大クローン容量 (G バイト)
• 管理状態

• 名前

• 優先度

• 冗長性

• 残りのクローン容量 (%)
• 残りのクローン容量 (G バイト)
• ソース LUN FQN
• ソース LUN 名
• ステータス

• ストレージクラス

• ストレージドメイン FQN
• 使用済みクローン容量 (バイト)
• 使用済みクローン容量 (G バイト)
• ボリュームグループ
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表 7: Oracle FS Systems で収集されるメトリック (続き)

カテゴリ 収集されるメトリック

LUN 統計 • 1 秒あたりのキャッシュフラッシュ数
• キャッシュヒット率

• LUN FQN
• LUN ID
• LUN 名
• 最適化されていない入出力/秒
• 読み取りブロックサイズ

• 読み取りバイト数/秒
• 読み取り入出力/秒
• 読み取り待機時間

• 読み取りキューの深さ

• 合計ブロックサイズ

• 合計バイト数/秒
• 1 秒あたりの合計の入出力
• 合計待機時間

• 合計のキューの深さ

• 書き込みブロックサイズ

• 書き込みバイト数/秒
• 書き込み入出力/秒
• 書き込み待機時間

• 書き込みキューの深さ

パイロットの詳細 • 名前

• モード

• 動作ステータス

• シリアル番号

応答 • ステータス

• しきい値

• リアルタイム値

SAN ホスト • 名前

• ステータス
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表 7: Oracle FS Systems で収集されるメトリック (続き)

カテゴリ 収集されるメトリック

システム詳細 • シリアル番号

• 割り当て済み領域 (%)
• 割り当て済み領域 (G バイト)
• 連絡先名

• 連絡先電話番号

• IP アドレス
• モデル名

• 動作ステータス

• 残りの領域 (%)
• 残りの領域 (G バイト)
• システム名

• 合計領域 (G バイト)

その他の収集される項目 • システムの詳細構成

• ドライブエンクロージャーのソフトウェア構成

• パイロットのソフトウェア構成

• コントローラのソフトウェア構成

Oracle FS System の構成データおよびメトリック

66



付録 B

Oracle FS System のレポート

ハードウェアレポート

ハードウェアレポートには、システムの概要、ドライブの詳細、およびハードウ
ェアコンポーネントが出力されます。

Oracle FS System のサマリー
Oracle FS Systemサマリーレポートには、システムプロパティー、ストレージ使
用状況、および選択した Oracle FS Systemのコンポーネントにインストールされ
ているソフトウェアの概要が出力されます。

ディスクドライブ

Oracle FS Systemディスクドライブレポートは、選択した Oracle FS Systemに関
連付けられている各ドライブエンクロージャーのすべてのドライブのプロパティ
ーおよびステータスを一覧表示します。

ハードウェアのステータス

ハードウェアのステータスレポートには、選択した Oracle FS Systemの各コンポ
ーネントのステータスが出力されます。

Oracle FS System の入出力レポート
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsは、1 つの入出力レ
ポート (LUN への入出力アクセスレポート) を提供しています。

LUN の入出力アクセスレポートには、Oracle FS Systemのもっともアクティブな
10 個の LUN の入力および出力の統計がグラフで示されます。

このレポートの上部には、収集期間中に各 LUN で発生した入出力のパーセンテ
ージを示す円グラフがあります。

このレポートの下部には、選択した Oracle FS Systemのもっともアクティブな 10
個の各 LUN で発生した入出力量を示す棒グラフがあります。
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Oracle FS System ストレージ使用状況レポート
Oracle Enterprise Manager for Oracle Flash Storage Systemsは 2 つのストレージ
使用状況レポート (LUN 別ストレージ使用状況レポートおよび QoS 別 LUN の
ストレージ使用状況レポート) を提供しています。

LUN 別ストレージ使用状況レポートの上部には、各 LUN のストレージ使用状況
のパーセンテージを示す円グラフがあります。このレポートの下部には、選択し
た Oracle FS Systemの容量のもっとも大きい 10 個の LUN のシリアル番号およ
びサイズを示す表があります。

QoS 別 LUN のストレージ使用状況レポートは、優先度、データアクセス、また
は入出力バイアスのサービス品質 (QoS) 属性を持つ LUN 別のストレージ使用状
況のパーセンテージを示す 3 つの円グラフで構成されています。

Oracle FS System のレポート
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